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今、世界は将来の変化を予測することが困難な時代を迎え、日本の教育が大きく変わろうとしてい
ます。そのような中、本年度、菊陽町では「教育の情報化推進地域」の認定に向けて町内すべての小
中学校でＩＣＴを活用した学校の情報化に取り組んでいます。
その取組の一環として、本校は熊本県教育委員会「熊本ＧＩＧＡスクールプロジェクト」中心校の

指定を受け、電子黒板やタブレットを活用した授業改善及び情報処理や管理におけるデジタル化に取
り組んでいます。生徒のタブレットを活用するスキルも、日に日に高まっているところです。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

この取組

が評価され、

本校は JAET
日本教育工

学協会から

「学校情報化優良校」の認

定を受けました♪

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

★熊本ＧＩＧＡスクールプロジェクト公開授業研究会 １２／８（水）
俣﨑光亮先生（技術）・福永和也先生（理科）が授業を公開しました♪

去る１２月３日（金）、本年度、第２回目の学校運営協議会
を開催しました。今回は、生徒の登下校時の安全確保について
課題を共有し、下校見守りの計画を立案いただきました。
冬本番を迎えるにあたり、徒歩や自転車で登校する際にも、

ついついうつ向き加減となり、視野が狭くなりがちです。
交通ルールを守り、危機意識を高く持って交通事故防止に努

めるよう、生徒への指導を徹底します。安全確保のために街頭
に立っていただきます委員の皆様、大変お世話になります。

コロナ禍での「人権子ども集会」とな

り、リモートを活用して行われました。

本校の生徒会長・清水奈和さんが実

行委員長を務め、生徒会執行部及び人

権委員会の生徒が実行委員として集会

を運営しました。

各小中学校の工夫を凝らした発表と

部落差別をはじめ、身の回りで起きている差別や不合理に気づき連

帯してそれらをなくしていく行動をすることを確認し合いました。

集会の感想や発表への「返し」は、今後、各校間で交流されます。

ALT のボビー・藤本先生を囲ん
で、英語のでのコミュニケーショ
ンを楽しもうとの趣旨で、昼休み
を利用して「ボビーズ・カフェ」
を開催しています。（月に４日程度）
ボビー先生自作のすごろくゲー

ムを活用した会話やときどき日本
語が飛び出しながらの会話を和気
藹々と楽し
んでいます。

※撮影時のみ、マスクを外しています！

朝の冷え込みが厳しい季節とな
りましたが、本校には「朝ボラ」
に取り組む生徒がたくさんいます。
朝の貴重な時間をみんなのために
提供する「利他の心」をもった生
徒に頭が下
がります。
いつもあり
がとうござ
います。


